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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ベルトガイド及びサイドエアバッグ装置を備え
た車両用シートに関して、ベルトガイドと膨張するサイ
ドエアバッグとの間の干渉を防止することができるよう
な車両用シート構造を提供する。
【解決手段】ベルトガイド４とサイドエアバッグ装置５
との間に、シートフレーム２の車幅方向外側部に取り付
けられた膨張ガイド部材６を配設する。そして、この膨
張ガイド部材６に、膨張するサイドエアバッグと摺接す
ることによって、このサイドエアバッグをベルトガイド
４よりも外方に向けて案内するガイド面７を設けた。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートフレームと、
　前記シートフレームにおける車幅方向外側部において、着座者の肩部付近に設けられた
、シートベルト装置に関連するベルト関連部材と、
　前記ベルト関連部材よりも下方位置で、前記シートフレームに取り付けられ、少なくと
も上方に向けて膨張するサイドエアバッグを含んで構成されたサイドエアバッグ装置とを
備えた車両用シート構造であって、
　前記ベルト関連部材と前記サイドエアバッグ装置との間には、前記シートフレームの外
側部に取り付けられた膨張ガイド部材が配設され、
　前記膨張ガイド部材は、膨張するサイドエアバッグと摺接することによって、該サイド
エアバッグを前記ベルト関連部材よりも車幅方向外方に向けて案内するガイド面を有して
いることを特徴とする車両用シート構造。
【請求項２】
　請求項１に記載の車両用シート構造において、
　前記ガイド面は、下方から上端部に向かうにつれて、車幅方向内側から外方に向かうよ
うに延びることを特徴とする車両用シート構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　ここに開示する技術は、サイドエアバッグ装置を備えた車両用シート構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、サイドエアバッグ装置において、その展開方向を規制するガイド面を
備えたものが記載されている。このサイドエアバッグ装置では、サイドドアのドアパネル
に、エアバッグモジュールが取り付けられていると共に、上方に向かって膨張するサイド
エアバッグの展開を案内するように、上方が車室内側に向けて張り出す傾斜面を備えた展
開案内部材が、ドアパネルに設けられている。車両が衝突したとき、膨張して上方へ展開
するサイドエアバッグは、その上部に取り付けられた展開案内部材の傾斜面に案内される
ことで、車室内側に向けて展開する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平５－１３９２３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、車両用シートの側部上側、より具体的には、シートに着座した着座者の肩付
近に相当する、シートバックにおける車幅方向外側部の上端部付近に、着座者の肩部から
腰部にわたって斜めに延びるシートベルトを通すためのベルトガイドを設けることがある
。こうしたベルトガイドを用いることにより、所定のシートベルト装置から繰り出された
シートベルトの位置決めを安定させることができる。
【０００５】
　前記のようなベルトガイドを有する車両用シートに、サイドエアバッグ装置を組み合わ
せようとした場合、そうしたサイドエアバッグ装置を、シートバックに内蔵されたシート
フレームの外側部において、ベルトガイドよりも下側に配置することが考えられる。その
場合、ベルトガイドとサイドエアバッグ装置は、シートにおける外側部において、ベルト
ガイドが上側でかつ、サイドエアバッグ装置が下側となるように、上下方向に並んで配置
される。そのため、サイドエアバッグ装置が作動して、サイドエアバッグが上方に向かっ
て膨張したときに、サイドエアバッグは完全に展開するものの、サイドエアバッグが、そ
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の展開中に、ベルトガイドや、そのベルトガイドに通したシートベルトと干渉する虞があ
り、改良の余地がある。
【０００６】
　なお、シートの側部上側には、前述したベルトガイドの他にも、シートベルト装置のリ
トラクタ等のシートベルトに関連するベルト関連部材が配設される場合があり、そのよう
なベルト関連部材が配設されたシートと、サイドエアバッグ装置とを組み合わせる場合も
、前述したような、サイドエアバッグとベルト関連部材とが干渉する虞がある。
【０００７】
　ここに開示する技術は、かかる点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところ
は、ベルト関連部材及びサイドエアバッグ装置を備えた車両用シート構造において、膨張
するサイドエアバッグとベルト関連部材との干渉を防止することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　ここに開示する技術は、シートフレームと、前記シートフレームにおける車幅方向外側
部において、着座者の肩部付近に設けられた、シートベルト装置に関連するベルト関連部
材と、前記ベルト関連部材よりも下方位置で、前記シートフレームに取り付けられ、少な
くとも上方に向けて膨張するサイドエアバッグを含んで構成されたサイドエアバッグ装置
とを備えた車両用シート構造に係る。
【０００９】
　前記ベルト関連部材と前記サイドエアバッグ装置との間には、前記シートフレームの外
側部に取り付けられた膨張ガイド部材が配設されている。
【００１０】
　そして、前記膨張ガイド部材は、膨張するサイドエアバッグと摺接することによって、
該サイドエアバッグを前記ベルト関連部材よりも車幅方向外方に向けて案内するガイド面
を有している。
【００１１】
　この構成によると、シートフレームの、相対的に下方に取り付けられたサイドエアバッ
グ装置が作動をして、上方に向けて膨張していくサイドエアバッグは、シートフレームの
外側部の、相対的に上方に取り付けられたガイド部材のガイド面に摺接する。サイドエア
バッグは、このガイド面に沿って摺動するが、ガイド面は、展開中のサイドエアバッグを
、ベルト関連部材よりも車幅方向外方に案内することにより、サイドエアバッグと、ベル
ト関連部材との間の干渉を防止することができる。
【００１２】
　ここでいうベルト関連部材は、シートベルトの引き出し方向を、着座者の肩付近で案内
するベルトガイドを含み、シートベルト装置がシートに内蔵されている場合は、リトラク
タ等も、ここでいうベルト関連部材に含まれ得る。
【００１３】
　前記ガイド面は、下方から上端部に向かうにつれて、車幅方向内側から外方に向かうよ
うに延びる、としてもよい。
【００１４】
　このように構成することで、サイドエアバッグは、上方に向けて膨張したとき、このガ
イド面に沿って摺動することで、車幅方向外方に向かうように案内されることになる。こ
のようにして、下方から上端部に向かって連続的に延びるガイド面が、サイドエアバッグ
を車幅方向の内側から外方に向かって連続的に案内することによって、サイドエアバッグ
の上方に位置するベルト関連部材との干渉を、より確実に防止し得る。
【発明の効果】
【００１５】
　以上説明したように、前記の車両用シート構造によると、ベルト関連部材とサイドエア
バッグ装置との間に配設されたガイド部材によって、上方に向けて膨張するサイドエアバ
ッグは、サイドエアバッグ装置の上方に設けられたベルト関連部材よりも車幅方向外方に



(4) JP 2016-13785 A 2016.1.28

10

20

30

40

50

案内されるから、ベルト関連部材との干渉を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】（ａ）は、サイドエアバッグ装置が内蔵された車両用シート全体の概略構成を、
外から見て示す正面図である。（ｂ）は、この車両用シートの内部構成を概略的に示す図
１（ａ）対応図である。
【図２】車両用シートに内蔵されたサイドエアバッグ装置の構成を外から見て示す斜視図
である。
【図３】（ａ）は膨張ガイド部材周りの構造を概略的に示す正面図であり、（ｂ）は、そ
れを横から見て示す側面図である。
【図４】サイドエアバッグ装置が作動して展開した状態を概略的に示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、車両用シートの実施形態を図面に基づいて説明する。なお、以下の好ましい実施
形態の説明は、単なる例示である。
【００１８】
　車両用シートＳは、乗員（着座者）が着座するために、車両の床面に設置されている。
図１等に示す車両用シートＳは、車室内の右側に設置されるシートであり、図１の紙面左
側が車幅方向の外側に、紙面右側が車幅方向の内側に対応する。以下の説明では、この右
側に設置されるシートを例にして、車両用シートの実施形態を説明するが、ここに開示す
る車両用シートの構成は、車室内に設置される各シートに適用可能である。
【００１９】
　この車両用シート（以下、単に“シート”とも記載）Ｓは、図１（ａ）に示すように、
例えば合成樹脂から構成された表皮１によって全体が覆われていて、その内部には、図１
（ｂ）に示すように、シート全体の骨格としてのシートフレーム２と、シートフレーム２
の内側に張られていて、着座者の背面を支持する網状のネットシート３とを備えている。
また、図示しないが、車両用シートＳの内部にはさらに、クッション性能を有する材料（
例えば、合成樹脂から成る緩衝材）から形成され、着座者の腰部から肩部にかけての領域
を側面側から支持するよう構成された、左右一対のサイドパッドが収容されている。
【００２０】
　シートフレーム２は、パイプ状の鋼材より構成されたフレーム本体２ａと、略矩形板状
の鋼材より形成され、フレーム本体２ａの外側部に対し、下側から中央部にかけて延びる
よう固定された、左右一対のサイドフレーム２ｂ，２ｂとを備えている。
【００２１】
　このシートは、シートバックとヘッドレストとが一体的に構成されており、フレーム本
体２ａは、図１（ｂ）に示すように、ヘッドレスト部分の上部から車幅方向の両側それぞ
れに至り、そこから、シートバックにおける車幅方向の両側それぞれにかけて連続してい
る。フレーム本体２ａにおいて、ヘッドレスト部分の車幅方向両側は、上から下に向かう
に従い車幅方向に広がるように構成されている。フレーム本体２ａにおいて、シートバッ
ク部分の車幅方向両側もまた、その上側部分が、上から下に向かうに従い車幅方向に広が
るように構成されている。そうして、フレーム本体２ａにおいて、ヘッドレスト部分とシ
ートバック部分との境界に相当する箇所は、着座者の肩付近に相当するが、ヘッドレスト
部分とシートバック部分とを互いに連結するように傾斜している。
【００２２】
　サイドフレーム２ｂ，２ｂの前縁部には、ネットシート３の車幅方向両側縁部を係止す
る留め具８，８が溶接されている。この留め具８，８は、サイドフレーム２ｂ，２ｂに沿
うように、上下方向に延びて形成されており、ネットシート３に係止される係止爪８ａ，
８ａ，８ａが等間隔で並ぶように、一体に形成されている。このようにしてサイドフレー
ム２ｂ，２ｂに係止されたネットシート３は、着座者の背部を支持する支持面を成してい
る。



(5) JP 2016-13785 A 2016.1.28

10

20

30

40

50

【００２３】
　また、シートフレーム２を、車幅方向に沿って左右に２分すると、車両の外方側（車幅
方向外側）に位置する一方（この実施形態では、車室内の側壁部（図示せず）に面する一
方）には、図１（ｂ）及び図２に示すように、上側から下側にかけて、ベルトガイド４と
、ベルトガイド４を固定するためのブラケット９と、膨張ガイド部材６と、サイドエアバ
ッグ装置５とが取り付けられている。
【００２４】
　以下では、車両外方側における、シートフレーム２、及びその周辺に設けられた部材の
構成について説明する。
【００２５】
　具体的に、フレーム本体２ａの外側部の上側、より正確には、前述したように、ヘッド
レスト部分とシートバック部分との境界に相当しかつ、傾斜している箇所に、ブラケット
９が取り付けられている。ブラケット９は、例えば、曲成された鋼板より構成されていて
、図３（ａ）に示すように、その上下の端部とフレーム本体２ａとが溶接により固定され
ている。ブラケット９の上端部は、フレーム本体２ａにおける、ヘッドレスト部分とシー
トバック部分との境界に相当する傾斜箇所の上部に接合され、ブラケット９の下端部は、
フレーム本体２ａにおける傾斜箇所よりも下側の、シートバック部分の上端部に接合され
ている。このブラケット９は、フレーム本体２ａに固定された状態では、正面から見て、
略“く”の字状の外形を有し、上側の端部から外方に向けて延びる第１傾斜部９ａ（“く
”の字の上側の一辺に対応）と、第１傾斜部９ａから連続して、下側の端部まで下方に延
びる第２傾斜部９ｂ（“く”の字の下側の一辺に対応）とを有している。ブラケット９の
第１傾斜部９ａの傾斜は、フレーム本体２ａの傾斜箇所の傾斜よりも緩やかである一方で
、第２傾斜部９ｂの傾斜は、フレーム本体２ａの傾斜箇所の傾斜よりも急峻であり、これ
により、ブラケット９とフレーム本体２ａとの間には隙間が設けられる。
【００２６】
　図３（ａ）に示すように、ブラケット９の第１傾斜部９ａには、ベルトガイド４が取り
付けられている。ここで、図２及び図３（ｂ）に示すように、ブラケット９の第１傾斜部
９ａにおいて、フレーム本体２ａとの溶接箇所を除く部位は、車両の前後方向に比較的幅
広となるように構成されており、ベルトガイド４は、前後方向に幅広の第１傾斜部９ａに
おいて、車両の前側に相当する縁部に沿うように、取り付けられている。ベルトガイド４
は、例えば、合成樹脂より形成されていて、シートベルトＢが挿通される案内孔を有する
と共に、その上部に、シートベルトＢが案内孔に挿通できるように、シートベルトＢが通
過可能な切れ目が設けられることで、略上向きＣ字状の断面を有している。図１（ａ）に
示すように、ベルトガイド４は、表皮１の外部に露出していて、シートＳにおけるヘッド
レスト部分とシートバック部分との境界付近で、車幅方向の外側が下でかつ、車幅方向の
内側が上となるように斜めに傾いて配設されていると共に、案内孔の孔軸は、車両の後方
から前方に向かって、斜め下向きとなるように配設されている。この案内孔には、着座者
がシートベルトＢを装着するとき、車室内に設置されたシートベルト装置（図示せず）か
ら繰り出され、着座者の正面を支持するように延びる（着座者の肩部から腰部に沿って斜
めに延びる）シートベルトＢが挿し通される。ベルトガイド４は、シートベルトＢの引き
出しを案内する。
【００２７】
　サイドエアバッグ装置５は、折りたたまれた形態にあるサイドエアバッグ５ａと、イン
フレータ５ｂと、サイドエアバッグ５ａ及びインフレータ５ｂの全体を覆うカバー５ｃと
を備えている。
【００２８】
　具体的に、サイドエアバッグ５ａは、袋状に形成されていて、シートＳの内部にて、略
上下方向に沿って延びる略柱状に折りたたまれた状態で、サイドフレーム２ｂに取り付け
られている。このサイドエアバッグ５ａは、図４に示すように、前方乃至上方に向かって
膨張することで、略Ｃ字状（略三日月状）の形態に展開することができるように構成され
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ていて、展開したときには、車室の側壁側から着座者の頭部、及び胴部乃至腹部を保護す
る。
【００２９】
　インフレータ５ｂは、上下方向に沿って延びるパイプ状に形成されていて、サイドフレ
ーム２ｂに取り付けられている。このインフレータ５ｂに設けられたガス供給口（図示せ
ず）と、サイドエアバッグ５ａの内部とは連通しており、衝突を検知したときに作動して
、サイドエアバッグ５ａの内部にガスを送る。
【００３０】
　カバー５ｃは、例えば、布製の部材であって、この実施形態では、サイドエアバッグ５
ａ及びインフレータ５ｂの全体を被覆した上で、図示しない接着テープによって留められ
ている。このテープの接着力は、サイドエアバッグ５ａの膨張に伴って、速やかに剥がれ
ることができるように調整されている。
【００３１】
　サイドエアバッグ装置５は、非作動時には、上下に沿って延びる略柱状の外形を有して
いている。そして、サイドエアバッグ装置５の上側部分は、図１（ｂ）及び図３（ａ）に
示すように、車幅方向内側に向けて傾斜しており、以下で説明する膨張ガイド部材６のガ
イド面７に接触するまで延びている。
【００３２】
　フレーム本体２ａの外側部にはさらに、膨張ガイド部材６が取り付けられている。この
膨張ガイド部材６は、図３（ａ）及び（ｂ）に示すように、略上下方向に沿って延びる板
状の部材であって、サイドフレーム２ｂとベルトガイド４との間に位置するように取り付
けられている。膨張ガイド部材６の上部は、ブラケット９の第２傾斜部９ｂによって、裏
面側から支持されている。
【００３３】
　膨張ガイド部材６には、外方（車室の側壁部）に向けて面するように延びるガイド面７
が設けられている。図３（ａ）に示すように、このガイド面７は、下方から上端部に向か
って連続して延びており、その上端部は、この実施形態では、図３（ｂ）に示すように、
シートＳを正面から見たときには、ベルトガイド４の側面部４ａにつながっている。
【００３４】
　具体的に、ガイド面７は、フレーム本体２ａにおけるシートバック部分の上端部から、
シートバック部分とヘッドレスト部分との境界に相当する傾斜箇所付近にまで連続してお
り、ガイド面７の下側部分は、フレーム本体２ａにおけるシートバック部分の上端部に、
ほぼ沿うように配設されている。一方、ガイド面７の上側部分は、図３（ａ）の矢印Ａ１
に示すように、上端部に近づくにつれて、フレーム本体２ａにおける傾斜箇所付近から車
幅方向の外方に離れるように、上下に沿って緩やかな弧を描くようにカーブしている（つ
まり、シートＳの略内方に向けて弓なりに湾曲している）。
【００３５】
　また、ガイド面７の上側部分と下側部分との間の境界部周辺の領域には、前記したよう
にサイドエアバッグ装置５が接触している。
【００３６】
　また、図３（ａ）に示すように、ガイド面７の上端部とベルトガイド４の側面部４ａと
は実質的に段差無く、連続するように構成されている。ベルトガイド４の側面部４ａは、
ガイド面７の上端部を延長するように、下から上に向かって車幅方向の外方に傾いている
。
一方で、ガイド面７の下端部は、サイドフレーム２ｂの側面部と連続するように構成され
ている。つまり、ガイド面７は、サイドフレーム２ｂの側面部とベルトガイド４の側面部
４ａとの間を掛け渡すように延びる曲面として構成されている。
【００３７】
　また、ガイド面７は、図３（ｂ）に示すように、シートＳを横から見たときには、下端
部から上端部に向かうにつれて、略一定の大きさの幅を保持するように延びた後、略扇状
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に広がっており、当該箇所は、ブラケット９の第１傾斜部９ａにおける車両前後方向の幅
に対応している。この実施形態では、ガイド面７は、その上端部周辺では、ベルトガイド
４の側面部４ａよりも幅が広くなるように形成されている。
【００３８】
　以下では、前記のような構造を有するシートＳを設置した車両における、サイドエアバ
ッグ装置５の作動について説明する。
【００３９】
　衝突を検知すれば、インフレータ５ｂは、サイドエアバッグ５ａの内部に向けてガスを
供給する。サイドエアバッグ５ａは、供給されたガスによって膨張して接着テープを剥が
し、カバー５ｃから露出する。カバー５ｃから露出したサイドエアバッグ５ａは、前方乃
至上方に向けて膨張を続け、表皮１の縫目を内側から破断して、表皮１の外部に露出する
。サイドエアバッグ５ａは、上方に向けて膨張するとき、膨張ガイド部材６のガイド面７
に沿って摺動する。ガイド面７の上側部分は、下方から上端部に向かうにつれて、車幅方
向の外方に湾曲して延びているから、この領域に沿って摺動しつつ、膨張を続けるサイド
エアバッグ５ａは、ガイド面７の延びる方向に沿って、つまり、図３（ａ）の矢印Ａ１が
示す方向に沿って、車幅方向内側から外方に向かうように展開していく（案内されていく
）。ガイド面７の上端部は、ベルトガイド４の側面部４ａと連続するように延びているか
ら、膨張を続けることによって、ガイド面７の上端部まで達したサイドエアバッグ５ａは
、今度は、ベルトガイド４の側面部４ａに沿うように摺動することにより、このベルトガ
イド４よりも外方に案内される。
【００４０】
　サイドエアバッグ５ａは、最終的に、図４に示すように、着座者の頭部から胴部乃至腹
部にかけての部位を、車室の側壁側から覆うように、略Ｃ字状の形態に展開する。そして
、シートベルトＢ等と協働して着座者を保護する。
【００４１】
　以上より、上方に向けて膨張途中のサイドエアバッグ５ａは、膨張ガイド部材６のガイ
ド面７に沿って摺動することにより、ベルトガイド４よりも外方に導かれることになる。
ベルトガイド４は、図３（ａ）に示すように、フレーム本体２ａにおいて、ヘッドレスト
部分とシートバック部分との境界に相当する傾斜箇所において、そのフレーム本体ａに対
して隙間を設けるように、車幅方向の外方に張り出して配置されているものの、サイドエ
アバッグ５ａがガイド面７に沿って摺動することにより、サイドエアバッグ５ａの展開途
中で、サイドエアバッグ５ａと、ベルトガイド４、ひいてはこのベルトガイド４に挿し通
されたシートベルトＢとの間の干渉を防止することができる。
【００４２】
　また、ガイド面７を、上下に沿って弧を描く曲面として構成しているから、サイドエア
バッグ５ａは、このガイド面７に沿って上方に摺動するとき、下方からガイド面７の上端
部に向かうにつれて、車幅方向内側から当該方向外方に向けてスムーズに案内される。
【００４３】
　また、正面から見たとき、ガイド面７の上端部とベルトガイド４の側面部４ａとが連続
するように構成されているから、展開中のエアバッグ５ａは、ガイド面７の上縁部に達し
た後、今度は、ベルトガイド４の側面部４ａに沿って摺動するように案内される。ゆえに
、ベルトガイド４、ひいてはこのベルトガイド４に挿し通されたシートベルトＢとの間の
干渉を防止することができる。
【００４４】
　一方で、ガイド面７の下端部とサイドフレーム２ｂの側面部とが連続するように構成さ
れているから、サイドエアバッグ５ａが膨張するときに、サイドフレーム２ｂとガイド面
７との境界縁にて干渉してしまうような事態を防止することができる。
【００４５】
　また、サイドエアバッグ装置５の上側部分は、ガイド面７に接触するまで延びているか
ら、サイドエアバッグ装置５が作動するとき、上方に向けて膨張するサイドエアバッグ５
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ａを、ガイド面７に沿って摺動させる上で有利になる。
【００４６】
　また、ガイド面７は、下方から上端部に向かうにつれて、略扇状に幅が広がっていくか
ら、膨張するサイドエアバッグ５ａを案内するときに、ガイド面７とサイドエアバッグ５
ａとが接触する面積を広く取ることができる。ゆえに、広く取った分だけ、サイドエアバ
ッグ５ａの外方への案内が安定するようになるから、ベルトガイド４、及びベルトガイド
４に挿し通したシートベルトＢと、サイドエアバッグ５ａとが接触してしまう可能性を低
減することができる。
【００４７】
　また、ガイド面７の下端側の幅を、上端側よりも狭く取ったから、狭く取った分だけ、
膨張したサイドエアバッグ５ａと、ガイド面７の下端側の領域との間の接触面積が小さく
なる。よって、膨張したサイドエアバッグ５ａが、ガイド面７及びサイドフレーム２ｂを
車幅方向内側に向けて押し込むような力が低減される。
＜他の実施形態＞
　この実施形態では、ガイド面７は、上下に沿って弧を描くような曲面として構成されて
いるが、この構成は必須ではない。例えば、下端部から上端部に向かうにつれて、車幅方
向内側から外方に向かうように傾斜した平面より構成することもできる。
【００４８】
　ガイド面７は、フレーム本体２ａの形状と、ベルトガイド４の配置との関係から、下方
から上端部に向かうにつれて、車幅方向内側から外方に向かうように延びているが、この
構成は、フレーム本体２ａの形状や、ベルトガイド４の配置に応じて変更されるものであ
る。例えば、フレーム本体２ａにおけるシートバック部分の車幅方向両側が、上から下に
向かうに従い車幅方向にほぼ同じ幅となるように構成されており、ベルトガイド４がフレ
ーム本体２ａに対して車幅方向の外方に張り出さないで配置されているような構成では、
サイドフレーム２ｂからベルトガイド４の外方まで平坦に延びる平面となるようなガイド
面７を構成することができる。
【００４９】
　さらに、ガイド面７の上端部とベルトガイド４の側面部４ａとが連続しているが、この
構成は必須ではない。例えば、ガイド面７の上端側を、ベルトガイド４の側面部４ａより
もさらに外向きに曲成してもよい。
【００５０】
　この実施形態では、着座者の背部を支持するために、網状に形成されたネットシート３
を備えたが、この構成は必須ではない。例えば、板状に形成されたクッション材により、
着座者の背部を支持するように構成してもよい。
【００５１】
　この実施形態では、ベルトガイド４として、車室内に設置されたシートベルト装置から
繰り出されたシートベルトＢを挿し通すものについて説明したが、これ以外にも、例えば
、シートベルト装置を内蔵した車両用シートにおいて、当該シートの内部からシートベル
トＢが繰り出される開口部として構成することもできる。
【００５２】
　また、シートベルト装置を内蔵した車両用シートにおいて、シートバックの車幅方向外
側部の上側に、ベルト関連部材としてのリトラクタが配置されている構成では、膨張ガイ
ド部材のガイド面を、そのリトラクタよりも車幅方向外方に向けることで、サイドエアバ
ッグの展開を案内するように構成してもよい。
【００５３】
　また、ここに開示する車両用シート構造は、ヘッドレストとシートバックとを一体化し
たシートに適用することに限らず、ヘッドレストとシートバックとを別体にしたシートに
適用することも可能である。
【００５４】
　また、サイドエアバッグ５ａの展開形状に関しても、この実施形態で示した形状に限定
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されるわけではない。少なくとも上方に向けて膨張するよう構成されたものであればよい
。
【符号の説明】
【００５５】
Ｓ　車両用シート
２　シートフレーム
Ｂ　シートベルト
４　ベルトガイド
５　サイドエアバッグ装置
５ａ　サイドエアバッグ
６　膨張ガイド部材
７　ガイド面

【図１】 【図２】
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